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雨天対応が施された沼津駅前広場

耐震化を求められている市役所本庁舎

　

学
校
教
育
部
長　

契
他
市
を
参

考
に
表
現
を
工
夫
す
る
。
形
認
定

基
準
を
幅
広
く
し
て
い
る
。

　

指
導
室
長　

径
学
校
に
働
き
か

け
た
い
。

　

距
子
ど
も
の
権
利
が
保
障
さ
れ

る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
契
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
条
例
の
推
進
状

況
と
今
後
の
計
画
。
形
他
市
を
参

考
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
解

説
を
も
と
に
手
引
を
作
る
べ
き
。

径
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
状
況
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
の
び
ゆ

く
子
ど
も
プ
ラ
ン
市
民
会
議
で
議

論
。
形
径
庁
内
会
議
で
検
討
中
。

片
山　

薫
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
経
済
状
況
が
悪
化
し
て
い
る

現
在
、
市
内
に
失
業
者
が
増
え
て

い
る
。
支
援
の
た
め
に
も
緊
急
雇

用
予
算
に
つ
い
て
他
市
区
を
参
考

に
も
っ
と
丁
寧
な
広
報
を
。
ま
た

就
労
意
欲
が
湧
く
仕
事
を
作
っ
て

ほ
し
い
。
契
緊
急
雇
用
予
算
の
各

課
で
の
実
施
状
況
。
形
市
民
の
求

職
者
へ
の
情
報
提
供
。
径
今
後
の

支
援
策
は
。

　

市
民
部
長　

契
６
月
補
正
事
業

は
実
施
中
か　

月
ま
で
に
実
施
。

１０

形
径
こ
が
ね
い
仕
事
ネ
ッ
ト
、
東

京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
連
携
充
実
活
用
す
る
。

　

許
子
ど
も
の
貧
困
連
鎖
を
食
い

止
め
契
就
学
援
助
の
広
報
。
形
就

学
援
助
の
対
象
者
や
事
項
の
拡
充
。

径
公
費
負
担
の
教
材
費
拡
充
を
。

る
こ
と
か
ら
順
に
耐
震
化
に
向
け

た
計
画
的
な
予
算
化
、
施
設
の
整

備
に
努
め
て
い
く
。

　

許
介
護
保
険
法
施
行
法
第　

条
１１

の
「
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
」

入
所
に
か
か
わ
ら
ず
、
重
度
障
が

い
者
の
場
合
に
は
、
市
の
独
自
制

度
で
介
護
保
険
料
の
減
免
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

法
律
で
決
め

ら
れ
て
い
る
「
適
用
除
外
と
す
る

施
設
」
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
料
は
納
め
て
い
た
だ
く
。

市
独
自
で
は
、
収
入
激
変
に
お
け

る
減
免
の
と
こ
ろ
で
考
え
さ
せ
て

い
た
だ
か
ざ
る
を
得
な
い
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
契
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
工

事
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
公

共
施
設
整
備
計
画
と
は
切
り
離
し

て
、
早
急
に
耐
震
改
修
に
踏
み
出

す
べ
き
。
形
建
築
年
度
の
古
い
建

物
や
高
齢
者
・
子
ど
も
た
ち
が
利

用
す
る
建
物
を
最
優
先
に
、
耐
震

補
強
に
着
手
す
べ
き
。
径
２
０
１

５
年
度
ま
で
に
防
災
上
重
要
な
公

共
建
築
物
や
不
特
定
多
数
の
者
が

利
用
す
る
公
共
建
築
物
の
耐
震
化

率　

％
を
確
実
に
や
り
き
る
べ
き
。

１００

　

企
画
財
政
部
長　

契
切
り
離
し

て
の
執
行
が
可
能
な
事
業
に
つ
い

て
は
、
遅
滞
な
く
対
応
し
て
い
く
。

形
高
齢
者
が
多
く
利
用
す
る
福
祉

会
館
等
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り

早
い
時
期
に
一
定
の
方
向
性
を
示

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
径
で
き

ん
で
お
り
、
実
現
に
向
け
て
二
枚

橋
衛
生
組
合
の
構
成
市
の
ご
理
解

を
頂
け
る
よ
う
努
力
を
続
け
る
。

形
新
施
設
建
設
に
は
賛
否
両
論
あ

り
建
設
場
所
の
決
定
は
多
く
の
課

題
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る
。

事
業
の
失
敗
は
許
さ
れ
ず
市
議
会

に
も
今
後
様
々
な
協
力
を
頂
き
な

が
ら
早
期
建
設
を
目
指
す
。

　

市
長　

径
市
民
の
排
出
す
る
ご

み
は
市
が
処
理
す
る
義
務
を
持
っ

て
お
り
、
二
枚
橋
を
閉
鎖
し
た
今
、

広
域
支
援
、
人
道
支
援
、
緊
急
支

援
に
頼
っ
て
お
り
、
庁
内
挙
げ
て

新
施
設
建
設
に
全
力
を
注
ぐ
。

中
山
克
己
（
自
由
民
主
）

　

市
民
の
方
々
よ
り
進
捗
状
況
も

含
め
て
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
。
契
二
枚
橋
を
前
提
と
し
た
市

民
検
討
委
員
会
答
申
を
尊
重
す
べ

き
で
は
？
形
新
施
設
建
設
の
早
期

実
現
は
党
派
を
超
え
た
市
議
会
全

体
が
一
致
団
結
し
て
協
力
す
る
必

要
が
あ
る
が
？
径
ご
み
の
広
域
支

援
処
理
は
、
新
施
設
を
稼
働
さ
せ

な
い
限
り
根
本
的
に
解
決
し
な
い
。

二
枚
橋
衛
生
組
合
の
解
散
、
ま
た

別
の
課
題
と
し
て
衛
生
組
合
解
散

後
の
跡
地
利
用
等
、
市
民
の
ご
み

行
政
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
配
慮

願
う
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

契

答
申
は
市
と
し
て
も
重
く
受
け
止

め
て
お
り
、
市
政
の
最
重
要
課
題

と
の
認
識
で
全
庁
一
丸
で
取
り
組

え
て
い
る
。　

月
の
支
給
も
視
野

１２

に
入
れ
て
い
る
。

　

市
長　

再
三
ご
指
摘
を
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
民
意
と
か
い
離
し

た
制
度
は
改
め
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。

■
こ
の
ほ
か
、
再
開
発
の
影
響
を

受
け
た
周
辺
商
店
街
（
北
口
も
含

む
）
の
調
査
を
行
い
、
手
厚
い
対

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
沼
津
駅
前
広
場
の
視
察
を

踏
ま
え
、
充
実
し
た
緑
化
、
雨
天

の
際
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
待
ち
の

皆
様
へ
の
配
慮
な
ど
、
総
合
的
に

提
案
し
ま
し
た
。

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
「
半
年
に
１
日
出
勤
」
の
職

員
に
「
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）

の　

％
支
給
」
を
す
る
の
は
改
め

２０
る
べ
き
で
あ
る
。
市
民
か
ら
見
て

納
得
で
き
ず
、
早
急
に
直
し
て
い

く
べ
き
だ
。
そ
の
よ
う
な
設
定
を

し
た
た
め
に
、
各
段
階
に
お
い
て

「
ゆ
が
み
」
が
生
じ
て
い
る
。
例

え
ば
、　

％
の
は
ず
の
職
員
が　

９０

９５

％
、　

％
は　

％
、　

％
は　

％
、

８０

９０

７１

８５

　

％
は　

％
、　

％
は　

％
、　

６６

８０

５１

７０

４２

％
は　

％
、　

％
は　

％
、　

％

６０

３２

５０

２３

は　

％
も
勤
勉
手
当
を
も
ら
え
る

４０
計
算
に
な
る
。
府
中
市
に
お
い
て

は
、
１
日
出
勤
で
は
０
・　

％
で

９６

あ
る
。　

月
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
ま

１２

で
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

総
務
部
長　

現
在
、
調
査
研
究

を
し
て
い
る
。
見
直
す
方
向
で
考

せ
て
い
く
。

　

許
学
校
で
平
和
教
育
の
充
実
を

！
か
つ
て
南
中
で
広
島
修
学
旅
行

が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
は
な
い
。

契
市
立
中
学
校
の
修
学
旅
行
先
は

誰
が
決
め
る
の
か
。
形
平
和
教
育

の
一
環
と
し
て
、
広
島
修
学
旅
行

を
行
わ
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
形
旅
費
負

担
も
あ
る
が
総
合
的
判
断
で
学
校

長
が
決
定
を
す
る
。

　

教
育
長　

形
語
り
部
の
方
々
が

少
な
く
な
り
広
島
修
学
旅
行
も
減

っ
て
き
た
。

■
平
和
教
育
の
充
実
を
要
望
し
た
。

田
頭
祐
子
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
子
ど
も
た
ち
は
小
さ
な
け
が

や
失
敗
を
乗
り
越
え
て
成
長
し
て

い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
然
の

中
で
自
由
に
遊
べ
る
空
間
と
仲
間

と
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
契
こ
の

よ
う
な
冒
険
遊
び
場
の
必
要
性
を

ど
う
考
え
る
か
。
形
市
民
活
力
を

活
か
し
て
、
常
設
の
プ
レ
イ
パ
ー

ク
を
設
置
し
な
い
か
。
径
そ
の
検

討
は
い
つ
か
ら
か
。

　

市
長　

契
形
ま
ち
の
中
で
群
れ

て
遊
ぶ
姿
も
見
え
に
く
く
な
っ
た
。

市
内
で
プ
レ
イ
パ
ー
ク
に
で
き
る

場
所
が
あ
る
か
等
研
究
す
る
。
径

ま
ず
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
見
て
か
ら

に
な
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

径
他
市
の

状
況
を
み
て
研
究
す
る
。
の
び
ゆ

く
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
計
画
に
合
わ

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
長
、

地
域
福
祉
課
長
、
生
涯
学
習
課
長

が
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

径
市
が
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

保
険
に
加
入
し
て
万
一
に
備
え
、

安
心
し
て
活
動
に
従
事
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　

庶
務
課
長　

形
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

有
志
保
護
者
、
休
日
校
庭
利
用
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
町
会
の
方
が
芝

刈
り
や
補
植
を
し
、
専
門
的
な
分

野
は
委
託
業
者
に
依
頼
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
に
夏
休
み
中
児
童
の
ラ

ジ
オ
体
操
実
施
状
況
と
生
徒
や
市

民
へ
の
働
き
か
け
を
訴
え
た
。

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

私
は
小
金
井
市
の
地
域
が
熟
成

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
社
会
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
、
助
け

合
い
が
当
た
り
前
で
潤
い
の
あ
る

社
会
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
質
問
を
最
初

に
し
た
の
が
平
成
元
年
だ
っ
た
。

契
現
状
は
。
形
第
二
小
学
校
校
庭

芝
生
維
持
管
理
は
ど
う
い
う
人
た

ち
が
ど
う
や
っ
て
い
る
か
。
径
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
行
政

の
分
野
だ
と
思
う
が
配
慮
は
。

　

市
民
部
長　

契
市
が
所
管
し
て

い
る
だ
け
で
も
環
境
、
福
祉
、
教

育
、
芸
術
文
化
等
で
幅
広
く
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
社

協
の
事
業
と
し
て
小
金
井
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
運
営
委
員
会

市
公
共
建
築
物

市
公
共
建
築
物
のの

耐
震
補
強
工
事
の
促
進

耐
震
補
強
工
事
の
促
進
をを

半
年
に
１
日
出
勤

半
年
に
１
日
出
勤
でで

勤
勉
手
当
を

％

勤
勉
手
当
を　

％
？？

２０２０

小
金
井
に
も
常
設

小
金
井
に
も
常
設
のの

プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
作
ら
な
い

プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
作
ら
な
い
かか

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
光
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
光
を
！！

失
業
者
支
援

失
業
者
支
援
とと

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
？？

新
ご
み
処
理
施
設
建
設

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
のの

課
題
に
つ
い
て
問

課
題
に
つ
い
て
問
うう

ツリーハウスネット


